
平成 28年 3月 25日4号 （1） 飛 躍

西湘高校同窓会 同窓会ホームページ　http://www.seisho-alumni.org/検索

　
小
雨
が
降
り
始
め
た
夜
の
城
山
競
技

場
。
小
澤
病
院
で
の
勤
務
後
に
夜
間
練

習
を
し
て
い
る
と
い
う
山
口
充
弘
さ
ん

に
会
い
に
い
っ
た
。

　
ま
ず
は
練
習
風
景
を
拝
見
し
よ
う
と
、

一
緒
に
ト
ラ
ッ
ク
に
。
最
高
速
度
は
30

キ
ロ
に
も
な
る
と
い
う
競
技
用
車
イ
ス

を
颯
爽
と
あ
や
つ
る
山
口
選
手
を
目
で

追
っ
た
。
一
周
を
回
っ
て
戻
っ
て
来
る

頃
に
は
誰
か
が
並
走
し
て
い
る
姿
が
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
ト
レ
ー
ナ
ー
の
内
田

さ
ん
（
32
回
生
）
も
姿
を
現
し
た
。

　
「
一
緒
に
走
る
け
ど
、
あ
ま
り
干
渉

は
し
な
い
ん
で
す
」
と
日
下
部
さ
ん

（
29
回
生
）。
皆
さ
ん
、
西
湘
高
校
ラ
グ

ビ
ー
部
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
。
週
４
回
の
練

習
に
は
、
ラ
グ
ビ
ー
部
時
代
の
仲
間
た

ち
が
、
か
わ
る
が
わ
る
顔
を
出
し
て
く

れ
る
と
か
。
山
口
選
手
のFacebook

に
は
、
そ
ん
な
日
々
の
感
謝
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。

人
生
の
転
機
と
な
る
は
ず
が
…
…

　
16
年
前
の
冬
、
就
職
が
内
定
し
、
勤

務
開
始
直
前
に
ス
キ
ー
に
出
か
け
た
。

高
校
卒
業
後
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
を
め

ざ
し
て
な
が
ら
の
5
年
間
の
ア
ル
バ
イ

ト
生
活
。
念
願
の
正
社
員
内
定
、
し
ば

ら
く
は
遊
べ
な
く
な
る
か
ら
と
最
後
の

つ
も
り
で
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

　
テ
ニ
ス
や
ラ
グ
ビ
ー
で
鍛
え
た
身
体
。

シ
ョ
ー
ト
ス
キ
ー
も
ジ
ャ
ン
プ
台
を
使

う
ほ
ど
の
腕
前
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
こ
で
人
生
の
転
機
は
あ
ら
ぬ
方
向
へ

か
わ
っ
て
し
ま
う
。
空
中
技
を
失
敗
し

て
地
面
に
落
下
、
脊
髄
を
損
傷
し
て
し

ま
っ
た
の
だ
。

　
「
奇
跡
は
あ
る
か
も
と
期
待
し
た
け

ど
、
下
半
身
不
随
に
な
っ
て
。
母
に
は

申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
」
と
当
時
を
振
り
返
っ
た
。

ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
も
一
体
と
な
っ
て

　
車
イ
ス
生
活
が
始
ま
っ
て
も
、
不
思

議
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
な
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
い
う
。
ス
ポ
ー
ツ
を
一
生
続

け
た
い
…
…
そ
ん
な
素
直
な
思
い
が
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
と
導
い
た
。
ま
ず
は

水
泳
を
経
験
し
た
あ
と
、
陸
上
競
技
へ

と
転
向
。
２
年
目
以
降
、
早
く
も
数
々

の
好
成
績
を
出
し
は
じ
め
、
東
京
マ
ラ

ソ
ン
の
10
キ
ロ
車
イ
ス
部
門
で
は
３
連

覇
（2011

〜2013

）
も
果
た
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
に
と
っ
て
、
や
は
り

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
は
大
き
な
目
標

の
ひ
と
つ
。
惜
し
く
も
リ
オ
は
逃
し
た

が
、
す
で
に
気
持
ち
は
東
京
出
場
に
切

り
替
え
て
い
る
。

　
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
の
中
に
は
「
山

口
充
弘
選
手
応
援
部
」
も
立
ち
上
が
り
、

目
標
に
向
け
て
の
ス
ク
ラ
ム
が
が
っ
ち

り
組
ま
れ
て
い
る
。
今
後
の
チ
ー
ム
プ

レ
ー
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

（
29
回
生　
實
方
か
お
り
・
記
）

第４号

発行責任者
会長

田 中 保 行

ングにして歌ってます。 
カバー曲は昭和歌謡からフォークソング、ポ
ップス、往年の洋楽スタンダードナンバーなど
幅広く演奏しています。 
今年は 70 本くらいのライブに出演させてい
ただきました。そのほか施設慰問ライブ、東北
復興支援コンサート、小田原市のイベントなど
にも出演させていただいております。 
そしてオリジナルアルバムもリリースさせて
いただきました。 
ただいまセカンドアルバム制作中です。 

懸命に生きる皆様を後ろからそっと支えるこ
とのできるような「あい」に満ちた歌を歌い続
けます。 
最近ではオリジナルソング中心のライブ活動
ですが、カバー曲も僕らなりの「わをん風」の
アレンジで演奏したりもします。 
普段はごく普通の生活者であり、少しは酸い
も甘いも経験してきたミドル世代の僕らだから
こそ感じるちっちゃな幸せや苦悩、悲しみや喜
び・・・誰もが「あ～そうそう」とついつい相
槌を打ってしまうような出来事をオリジナルソ

こんにちは！「わをん」です♪
【メンバー紹介】 

右・川口 　清《26回生》
（パーカッション・コーラス）

中・鶴井　望美
（ピアノ・コーラス）

左・竹原 　泉
（アコースティックギター・ボーカル）

毎日一生懸命頑張って少々お疲
れ気味の老若男女の皆様へ・・・ 
心の渇きを癒し、そして元気に
なる「水の様な音楽」を届けたい
と活動中の「わをん」です。 
50 音は「あい（愛）」で始まり

「わをん」で終わります。 
【連絡先】 竹原泉 ： 090-4547-8105 

waon@kikir i .co.jp

東京2020めざして
がっちりスクラム！
車椅子ランナー
山 口 充 弘 さん（35回生）

　高校２年の冬、ラグビーの試合で左足を負傷してしまい、
雨の中、両脇に松葉杖を抱えて登校する道のりに呆然とし
ていると、一台のトラックが横に止まりました。運転され
ていた方は西湘ラグビー部ＯＢの方で、学校に行くなら
ちょうど仕事で鴨宮に向かうから乗って行くようにと、力
強くドアを開け送って頂きました。お礼を言う自分に、お
礼はしなくて良い、それ以上の何かを後輩達にする、それ
を代々続けて行くようにと、教えて下さいました。
　昔も今も、ラグビー仲間に支えられています。

湘南国際マラソン

◀トレーナーの
　内田さんと

春の大イベント「縁 j o y西湘」に登場！

飛躍     第４号 contents
＊「縁 joy 西湘」開催のお知らせ
＊「母校創立60周年を祝う会」

のお知らせ
＊会費納入のお願い
その他各種お知らせがあります。
中面もご覧ください。
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平
成
27
年
５
月
総
会
に
て
同
窓
会
会
長
に

選
ば
れ
ま
し
た
15
回
生
の
田
中
保
行
で
す
。

　
お
世
話
に
な
っ
た
母
校
に
、
こ
の
よ
う
な

形
で
関
わ
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
本
当
に

誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
５
月
第
３
日
曜
日
に『
同
窓
会
総
会
』

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
は
そ
れ
に
合

わ
せ
『
縁
Ｊ
ｏ
ｙ
西
湘
』
と
い
う
行
事
を
実

施
し
ま
す
。
各
学
年
の
ミ
ニ
同
窓
会
、現
役・

Ｏ
Ｂ
の
交
流
試
合
、
バ
ン
ド
演
奏
、
校
舎
見

学
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
世
代
の
垣
根
を
越
え
た
交
流
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
是
非
、
母
校
に
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
本
年
は
、
母
校
創
立
60
周
年
に
当
た

り
ま
す
。
10
月
に
は
『
母
校
60
周
年
を
祝
う

懇
親
会
』
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
母
校
60
周
年
を
一

緒
に
祝
い
ま
し
ょ
う
。

　
毎
年
１
回
会
報
を
発
行
し
、
同
窓
会
の
活

動
や
同
窓
生
の
近
況
な
ど
を
お
届
け
し
て
い

ま
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ｏ

Ｏ
Ｋ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
も
利
用
し
、
総
合
的

に
情
報
発
信
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

ま
た
、『
人
材
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
』
登
録
を
始
め

ま
し
た
。会
員
の
就
職
に
向
け
た
情
報
提
供
、

現
役
生
に
対
す
る
進
学
情
報
の
提
供
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
ご
希
望
を

取
り
入
れ
活
動
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

是
非
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
と
と
も
に

　

 

記
念
す
べ
き
１
年
を

田
中　

保
行

会

長

15
回
生

会計監査
吉田芳江
6 回生

会計
綱島敦子
7 回生

幹事長
和田照子
6 回生

会計監査
湯川素子
2 回生

書記
武松　忠
25 回生

副会長
瀬戸俊彦
18 回生

会計
天野達哉
18 回生

書記
前田雅治
20 回生

副会長
古川達高
14 回生

会計
阿久津真理子
9 回生

書記
石川京子
20 回生

会長
田中保行
15 回生

新 役 員 紹 介

よろしくお願いいたします

活
動
報
告

●
６
月
13
日
（
土
）　

議
事
…
会
報
発
行
の
方
向
性
、
同
窓
会
カ
フ
ェ

の
運
営
、
バ
ス
旅
行
の
進
捗
報
告
他

●
９
月
12
日
（
土
）　

議
事
…
同
窓
会
カ
フ
ェ
の
報
告
、
会
報
の
進
捗
、

来
年
度
の
総
会
の
イ
ベ
ン
ト
案
他

●
11
月
14
日
（
土
）　

議
事
…
会
報
進
捗
報
告
、
学
年
代
表
幹
事
の
報

告
、
同
窓
会
入
会
の
パ
ン
フ
作
成
報
告
他

●
１
月
17
日
（
日
）　

議
事
…
会
報
進
捗
報
告
、
総
会
イ
ベ
ン
ト
の
進

捗
報
告
、
来
年
度
の
記
念
事
業
の
報
告
・

審
議
他

平成２７年度の役員会概要
　
平
成
27
年
度
の
総
会
は
５
月
17
日（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
の
議
長
に
は
18
回
生
の
露
木
貴
弘

さ
ん
を
選
出
、
提
出
さ
れ
た
平
成
26
年
度

活
動
報
告
案
、
会
計
報
告
案
が
と
も
に
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
役
員
改
選
が

提
案
、
承
認
さ
れ
、
新
会
長
、
新
副
会
長

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
は
10
回
生
の
野
田
一
生
さ

ん
が
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
裏
舞
台
な
ど
を
楽

し
く
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
ご
都
合
が
あ
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
総
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
20
回
生　
石
川
京
子
・
記
）

▲多数の方が参加
◀ 野田一生さん

▲情熱を引き継ぎ
　
平
成
27
年

度
活
動
案
、

予
算
案
も
承

認
さ
れ
、
議

事
は
無
事
終

了
し
ま
し

た
。

役
員
の
新
旧
交
代
が
あ
り
ま
し
た

平
成
26
年
度
の
活
動

○
定
例
会
開
催
…
総
会
開
催
、
役
員
会
（
年

６
回
）　
※
役
員
会
詳
細
は
別
記
参
照

○
会
報
「
飛
躍
」
第
３
号
発
行
…
平
成
27
年

３
月
に
第
３
号
を
発
行
。
約
１
５
０
０
０

名
に
発
送
し
た
。

○
学
校
行
事
へ
の
参
加
…
体
育
祭
、
文
化
祭

に
参
加

○
会
員
相
互
の
交
流
…
６
月
に
バ
ス
旅
行

（
６
／
７
）、支
部
と
の
交
流
、新
年
会
（
１

／
18
）
開
催

平
成
27
年
度
の
事
業
計
画

○
定
例
活
動
…
定
例
会
の
開
催
、
第
４
号
会

報
の
発
行
、
学
校
行
事
の
参
加
、
バ
ス

旅
行
。

○
会
員
の
参
加
拡
大
の
た
め
の
活
動
…
役
員

組
織
図
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
訂
、
支
部

や
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
と
の
連
携
強
化
な
ど
。
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平成 27 年 10月27日　富岡製糸場方面

　
世
界
遺
産
に
指
定

さ
れ
今
話
題
の
富
岡

製
糸
場
を
訪
問
す

る
。
近
代
日
本
に

お
け
る
工
業
化
の
先

駆
け
と
な
っ
た
製
糸

度
習
っ
た
か
記
憶
が
定
か
で
は
な

い
が
、
明
治
維
新
後
の
富
国
強
兵

策
を
唱
え
た
明
治
政
府
の
政
策
は

習
っ
た
気
が
す
る
。
あ
く
ま
で
日

本
近
代
史
の
知
識
の
一
つ
で
あ

る
。
自
分
の
目
の
前
に
そ
の
知
識

を
具
現
化
し
た
実
例
が
現
れ
る
と

は
思
い
も
し
な
い
し
、
ま
し
て
や

そ
の
製
糸
工
場
が
我
々
が
30
歳
を

す
ぎ
る
ま
で
操
業
し
て
い
た
な
ど

想
像
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
絹

な
ど
と
い
う
高
級
品
に
縁
が
な
い

私
な
ど
な
お
の
こ
と
で
あ
る
。
日

本
の
近
代
化
と
い
う
明
る
い
面
と

そ
れ
に
と
も
な
っ
て
発
生
し
た
暗

い
面
が
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
表
舞
台
に
登
っ
て

き
た
よ
う
な
大
変
面
白
く
思
え
る

訪
問
先
で
し
た
。

　
今
で
は
高
校
時
代
の
日
本
史
の

教
科
書
は
も
う
手
元
に
な
い
が
、

勉
強
嫌
い
の
私
で
も
、
あ
れ
ば

き
っ
と
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
学
校
は

知
識
を
習
得
す
る
場
で
あ
る
。
習

得
し
た
こ
と
で
す
ぐ
に
役
に
立
つ

知
識
と
知
っ
て
い
る
事
自
体
が
重

要
な
知
識
が
あ
る
。
特
に
日
本
史

な
ど
は
そ
の
知
識
が
な
に
か
の
役

に
立
つ
と
は
考
え
て
い
な
い
一
般

教
養
で
あ
る
。
富
岡
製
糸
場
の
観

光
は
そ
の
よ
う
な
一
般
教
養
の
復

習
の
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
こ
に

は
誤
っ
て
記
憶
し
た
知
識
の
修
正

や
教
科
書
に
は
記
述
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
別
の
側
面
を
持
っ
た
知
識

の
追
加
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
富
岡
製
糸
場
訪
問
で
気

楽
山
園

　
平
成
27
年
９
月
５
〜
６
日
に

開
催
さ
れ
た
西
湘
高
校
文
化

祭
に
今
年
も
「
同
窓
会Cafe

」

と
銘
打
っ
て
、
６
日
に
同
窓
会

ブ
ー
ス
を
出
店
し
ま
し
た
。
沢

山
の
ご
来
店
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！

　
内
容
は
例
年
通
り
の
「
無
料

同
窓
会
カ
フ
ェ
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
配
布
」「
珈

琲
販
売
」「
先
輩
の
美
味
し
い

手
作
り
品
販
売
」
に
加
え
、
今

年
の
目
玉
は
来
店
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ

ツ
リ
ー
に
貼
っ
て
い
た
だ
い
た

沢
山
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
皆
さ

ん
一
言
で
し
た
が
、
要
望
あ
り
、

感
想
あ
り
、
希
望
も
あ
り
、
本

当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ツ
リ
ー
は

校
舎
に
掲
示
い
た
だ
き
、
在
校

生
に
も
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
っ
と
広
が
り
ま
す
よ
う
に
！

（
18
回
生　
天
野
達
哉
・
記
）▲メッセージツリーの前で

産
業
発
祥
の
場
所
で
あ
る
。
高
校

時
代
の
日
本
史
で
製
糸
製
造
と

輸
出
産
業
関
連
に
つ
い
て
ど
の
程

付
か
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
旅

行
の
楽
し
さ
を

味
わ
う
こ
と
が

で
き
た
一
日
で

あ
っ
た
。

（
15
回
生

東
亭
一
雄・記
）

ビ
バ
♪
　
学
年
同
窓
会

　
７
回
生
学
年
会
が

10
月
３
日
（
土
）
湯

本
富
士
屋
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
50
歳
を
記
念
し
て

始
ま
っ
た
こ
の
会
も

今
回
が
５
回
目
と
な

り
ま
す
。
ま
た
今
回

は
西
湘
高
校
を
巣

立
っ
て
50
年
目
の
節

目
の
会
で
す
。
こ
の

日
の
箱
根
は
50
年
を

祝
し
て
く
れ
る
か
の

よ
う
な
気
持
ち
の
良

い
日
で
し
た
。

　

出
席
者
は
87
名
、

ま
だ
ま
だ
現
役
で

仕
事
を
し
て
い
る

人
、
孫
の
成
長
に
一

役
買
っ
て
頑
張
っ
て

い
る
人
、
家
族
の
介

護
に
身
魂
注
い
で
い

る
人
、
社
会
の
た
め

に
自
分
の
時
間
を
費

や
し
て
い
る
人
、
自

分
の
健
康
が
気
に
な

る
人
な
ど
一
人
ひ
と

り
事
情
は
異
な
り
ま

す
が
会
場
に
入
る
や

否
や
全
員
が
50
歳
若

返
り
楽
し
い
お
喋
り

と
笑
顔
で
溢
れ
ま
し

た
。
出
席
し
て
く
だ

さ
っ
た
３
名
の
先
生

方
に
は
こ
れ
か
ら
人

生
を
有
意
義
に
過
ご

す
た
め
に
大
変
参
考

に
な
る
お
話
を
伺
い

元
気
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
次
回
開
催
３
年
後

の
再
会
を
約
束
し
沢

山
の
お
土
産
を
心
に

閉
会
し
ま
し
た
。

（
綱
島
敦
子
・
記
）

　

平
成
27
年
６
月
８
日　
『
還
暦
祝

い
同
窓
会
』
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
生
に
一
度
の
お
祝
い
な
の
で
、

夜
景
が
き
れ
い
な
リ
ッ
チ
な
気
分
の

ホ
テ
ル
で
と
い
う
こ
と
で
、
ホ
テ
ル

モ
ン
ト
レ
ー
横
浜
に
て
行
い
ま
し

た
。
２
次
会
は
近
く
のJAZZ

レ
ス

ト
ラ
ン
に
全
員
が
移
動
し
て
行
い
ま

し
た
。

　
い
い
年
の
大
人
が
会
っ
た
瞬
間
か

ら
気
分
は
西
湘
高
生
、
思
い
出
話
で

盛
り
上
が
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時

間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

（
代
表
幹
事
・
飯
山
富
夫
・
記
）

７回生15回生

　同窓会本部では、同窓会などの開催にあたり会場の手
配、案内の作成・発送、当日の名札の作成などをお手伝
いいたします。詳しくは、ホームページの「お問い合わ
せ」から、または、事務局まで電話でお問い合わせくだ
さい。　　事務局：0465-22-1343（会長 田中保行）

学年同窓会・クラス会開催のお手伝いいたします

同窓会ホームページ
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会 員
の
近 況

田嶋　秀昭
16回生 靴店

ぎました。
シューフィッターの資格取得がきっ
かけで、ファッションの延長線上にあ
る靴ではなく、足元からの健康を支え
る靴…という目線で、腰痛や膝痛等の
治療効果を上げる足底板療法に取り組
んでます。社会福祉協議会からは、転
倒予防教室や足裏診断等の講演依頼も
百回を越えました。「転ばぬ先の杖な
らぬ靴」を念頭にした、靴屋というよ
りは靴職人…定年無いからまだまだ頑
張ります（笑）。
高校時代は水泳部でしたが、その頃
のウエストサイズや体重は今も変化な
し…というより、ウォーキング教室の
講師依頼もあってメタボだと説得力に
欠けるので、仕事上の涙ぐましい陰の
努力で（笑）。』

大石　浩準

鎌田　絹枝

丸田　隆彦

６回生

11回生

36 回生

学校法人みちひろ学園
理事長／常顕寺 住職

公立中学校教諭

団塊の世代のスタート我々は、人数も
多く競争も激しい世代でもあります。
高校ではバスケットに夢中になり、新
人戦で「湘南に勝った」と浮かれている
と、顧問から「部活と受験とどちらが大
切か」と一蹴されてしまう。
神奈川大学の貿易学科に入学し、歴史
で国交回復前の訪中の機会を得ました。
この頃から公害や環境問題などに大きな
関心を持ち、卒業後は大磯町役場に勤務
しました。

毎月一回、10人ほどが参加し1時間
しっかり運動します。全身のほぐし、ス
トレッチ、筋トレがメインで正しい姿勢、
足の手入れ、口の体操、ロコモ体操、脳
トレなど盛りだくさんです。
日々の生活に運動を取り入れてくれ、
背筋がピンとして10年前よりずっと若

芝生がきれいだった中庭。初々しかった
自分や共に話をした友達や先生方。私が
通った西湘高校の思い出です。
私は、西湘高校を卒業したのち、大学
へ進み、そこで教師の道に進むことを決
意し、現在は中学校で数学の教員をして

父が創立した幼稚園を引き継ぐ傍ら寺
の住職も兼ねています。宗教法人立を学
校法人立に組織変更し、園舎も2回建
て直しし園児数も140人を超えるよう
になりました。
さらに、平成13年には本堂・庫裏の
落慶を経て今日に至ります。園舎や自は、
ソーラーパネルを設置し電気を自家発電
すると共に、井戸を掘り災害に備えて避
難場所になっても対応できるよう備えて
います。宮沢賢治のように「デクノボウ」
と言われるような人でありたいと思いま
す。
趣味は、スキー、卓球、ダイビング。
道楽として庭の水路で初夏の夜、「蛍」
が飛び交う姿を見ることに挑戦すること
です。

く元気です。
継続することは本当に大切だと思いま
す。どうしても年齢を重ねると色々と
弱り痛みもでてきますが、「年だからし
ょうがない」とそのままにしてしまうと、
負の連鎖で動かない→痛い→より弱る→
動けないとより悪い方に進んでしまいま
す。少しでも体を動かし、いつまでも自
分の足で歩けることは素晴らしいことで
す。
健康で長生きできるよう皆さんの役に
立ちたいと思います。明るく楽しい体操
教室を長く続けていきます。

います。また、土日は野球部の顧問とし
て生徒と共に汗を流しています。
今後も、「日々成長！」をモットーに、
あの頃のように、周りの人との絆を大切
にして元気に過ごしていきたいと思って
います。

『大学卒業後、会
社勤めからしばらく
して家業の靴屋を継

地域の高齢者の皆さ
んに体操教室を始めて
10年が経ちました。

自由で明るい校風。
活気のある仲間たち。　　　　　　　
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川 口　 清

千葉　菜摘

26回生

56 回生

大原学園　校長

東京理科大　在学中

「本気になったら大原」のCMでお
馴染みの大原学園横浜校及び町田校の
校長として勤務。学生の夢の実現に向
けて資格取得、就職活動支援等に教職
員とともに奮闘の日々。
高校時代はフォークソング部に所属。
現在もアコースティックの3人組グ
ループ「わをん」を中心に、複数のバ
ンドで音楽活動継続中。神奈川、都内
で年間60本以上のライブを行ってい
る。
高校時代の倫理の授業で学んだ「無
知の知」を座右の銘として、人生の折
り返し地点を楽しんでいる。

通っています。中学三年の頃、恩師の
母校と聞いてそれ以来ずっと憧れを抱
き志願した大学でした。
入学以来、日々課題やレポートに追
われていますが、休みの日にはサーク
ル活動で趣味も楽しめ、とても充実し
た大学生活を送っています。
高校時代とは違い、自分のことは自
分で決めなければならないという大変
さも感じていますが、これからも研究
職に就くという夢に向かって頑張って
いきたいと思っています。

昭 和 60 年（ 第
26期）卒業の49歳。

私は現在東京理科
大学の応用化学科に

同 窓 会 費 納 入 の お 願 い
10 年に一度の会費から毎年 3000 円の会費になりました

　
同
窓
会
で
は
、会
員
の
和
を
広
げ
、

つ
な
が
り
を
よ
り
密
接
な
も
の
に
し

て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
為

に
『
縁Joy

西
湘
』『
母
校
60
周
年

を
祝
う
会
』
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
、
ま
た
、
同
窓
生
相
互
の
情
報

発
信
の
元
と
な
る
会
報
『
飛
躍
』
を

発
行
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Facebook

か
ら

の
情
報
発
信
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
母
校
に
対
し
、
楽
器
の

寄
付
、
エ
ア
コ
ン
設
置
の
援
助
、
体

育
館
垂
れ
幕
の
援
助
等
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
も
県
費
で
ま
か
な
え

な
い
部
分
の
援
助
活
動
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

会
員
数
は
２
万
人
を
超
え
、
会

報
『
飛
躍
』
発
行
に
は
、
作
製
・
印

刷
に
約
１
０
０
万
円
、
発
送
に
約

野
で
活
躍
す
る
同
窓
生
の
情
報
が

集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
同

窓
生
相
互
の
連
携
が
活
発
化
し
て

い
ま
す
。
会
報
発
行
が
い
わ
ば
同

窓
会
活
動
活
発
化
の
起
爆
剤
に

な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、

是
非
と
も
会
報
発
行
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
同
窓
会
は
、
卒
業
す
る

生
徒
か
ら
の
入
会
金
・
会
費
の
み

で
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、
会
員

数
の
増
加
に
伴
い
、
ま
か
な
う
こ

と
が
で
き
ず
、
数
年
前
よ
り
10
年

に
１
回
の
会
費
も
徴
収
す
る
方
法

に
変
更
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
で
も
運
営
費
が
足
り
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
状
況
か
ら
、
平
成
27
年
度

総
会
に
お
い
て
、
会
費
を
毎
年

３
０
０
０
円
と
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
に
ご
負
担
を
お
願

い
し
、
大
変
心
苦
し
く
思
い
ま
す

が
、
今
後
も
よ
り
よ
い
活
動
の
た

め
、
役
員
一
同
全
力
で
取
り
組
む

所
存
で
お
り
ま
す
の
で
、
状
況
を

ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
の
程
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
会
長
・
田
中
保
行

平成 25 年度… 616,000 円　
平成 26 年度… 840,000 円
平成 27 年度… 1,092,108 円

年度別会費・寄付金
＊納入状況＊

２０１５年度
会 費 納 入・
寄付へのお礼

対象回生の末尾５回生の皆様をはじめ、対象となられていない方々か
ら納入をいただきました。ここに納入いただきました皆様のお名前を
掲載し、心から謝意を表明させていただきます。今後も魅力ある同窓
会活動を展開すると共に、その報告と母校との繋がりとして、より充
実した『飛躍』を発行して参ります。よろしくお願いいたします。　　　

同窓会会長　田中保行

１回生
和田　千代子
武井　キミ子
吉 田　 早 苗
２回生

清 水　 映 子
荻山　千頭子
力 石　 君 代
３回生

石 川　 好 子
４回生

酒 井　 清 志
原　 守 茂
山 田　 博 康
星 野　 朋 子
廣田　八重子
青 木　 静 恵
小 瀬　 礼 子
５回生

綾 部　 幸 男
内 田　 忠 臣
椎 木　 秀 樹
広 沢　 政 夫
黒 川　 史 代
市 川　 紀 子
神 保　 邦 子
井上　扶佐子
堀 江　 綾 子
小澤　美沙子
沢 地　 正 恵

鈴木　トキ子
飯 山　 賢 子
井 上　 初 江
石 井　 喬 子
伊藤　フミ子
藤 田　 容 子
小 林　 良 子
長 田　 一 枝
村 野　 静 子
大川　美也子
川 井　 恵 子
杉 山　 総 子
武藤　千鶴子
植松　美知子
杉本　マリ子
古 屋　 潤 子
細 谷　 靖 子
市 橋　 和 江
井 上　 敏 子
川 合　 雅 子
川 嶋　 君 江
磯崎　千恵子
水 島　 和 子
中 山　 祐 子
安藤　日出子
柳 下　 弘 子
岡 部　 澄 子
６回生

大 木　 康 次
奥 津　 繁

村 岡　 信 之
青 木　 孝 光
吉 田　 芳 江
和 田　 照 子
勝 俣　 智 子
沼 田　 博 子
７回生

渡辺　アサ子
蒲田　美代子
８回生

石 井　 良 治
佐 藤　 一 夫
瀬 戸　 静 雄
田 代　 良 子
９回生

山 本　 正 江
阿久津眞理子
10 回生

西 山　 清
鈴掛　まゆみ
11 回生

山 崎　 信 彦
長 澤　 要
13 回生

片 岡　 勝
村 上　 繁 郎
青 島　 郁 代
14 回生

井ノ口修一郎
鈴 木　 隆 夫

古 川　 達 高
逆井　由美子
15 回生

青 木　 邦 博
秋 山　 英 一
天 野　 泉
石 川　 一 彦
磯 崎　 一 美
市 川　 文 保
井 本　 昇
岩 本　 保 司
上 原　 喜 夫
遠 藤　 誠 二
香 川　 卓 輝
柏 木　 仁
加 藤　 孝
加 藤　 秀 樹
加 藤　 文 行
神 尾　 文 好
苅 谷　 一 義
川 口　 兼 二
川 辺　 統 也
黒 澤　 龍 章
黒 澤　 宣 明
黒 柳　 典 礼
酒 井　 慶 章
鈴 木　 隆 夫
須 藤　 孝 喜
田 中　 保 行
比 護　 悦 行

府 川　 裕 一
本 多　 洋 実
柳 川　 雅 男
横 山　 常 昭
和 田　 之 孝
岡 田　 典 代
熊谷　やよひ
神 保　 玲 子
椎 野　 正 枝
高 橋　 淳 子
吉崎　美紀子
青 木　 睦 子
小岩井　愛子
林　 孝 子
吉 岡　 政 子
多 田　 圭 子
中原　のり子
松 本　 祐 子
北 村　 一 江
山 室　 春 美
山崎　ひろ子
17 回生

井 上　 正 行
高 橋　 淳 子
18 回生

瀬 戸　 俊 彦
橋 本　 嘉 之
茂登山　恭代
露 木　 貴 弘

21 回生
勝 俣　 猛
25 回生

磯 崎　 栄 一
生 沼　 秀 夫
岡 部　 親 好
加 藤　 孝
小 菅　 学
小 林　 修 一
武 井　 靖 雄
武 松　 忠
藤 原　 勅 滋
堀 　 正
増 田　 和 則
丸山　滋一郎
山 崎　 正
渡邊　地津子
29 回生

上原　美栄子
佐々木ナオミ
30 回生

瀬 戸　 之 男
33 回生

春 田　 恭 子
澤 口　 瑞 穂
志 鷹　 香 織
34 回生

浅 倉　 久 美
35 回生

秋 澤　 忍

小野瀬　貴久
柏 木　 智 仁
佐 藤　 聡 明
坪 井　 靖 典
露 木　 哲 也
本 杉　 康 行
相 原　 寛 子
辻 村　 律 子
前 川　 泰 子
37 回生

梶　 亜 紀 子
38 回生

八十島　正規
41 回生

岸 本　 敦 子
45 回生

千代田　聡子
平 等　 幸 太
46 回生

川 口　 勝 廉
47 回生

星 野　 朋 子
50 回生

外 岡　 慎

会費・寄付…納入先
右記の口座へご送金をお願いいたします。
同封の払込用紙をご利用いただくと便利です。

ゆうちょ銀行小田原支店（02006）
口座番号：00250-1-85799
加入者名：神奈川県立西湘高等学校同窓会

協賛広告のお問い合わせは
ホームページから
お気軽にどうぞ！

広告デザイン等も
ご相談に応じます。

１
０
０
万
円
の

計
約
２
０
０
万

円
が
か
か
る
状

況
に
あ
り
ま

す
。
金
銭
的
に

は
多
額
の
費
用

を
要
し
ま
す

が
、
発
行
を
始

め
た
こ
と
に
よ

り
、
様
々
な
分
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奥津 泉 学校長

飛
躍
す
る

　「
新
生
・
西
湘
高
等
学
校
」

　
西
湘
高
等
学
校
校
長
の
奥
津
泉
で

す
。
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に

対
し
、
ご
理
解
と
大
き
な
ご
支
援
を

賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
蔭
様
で
、
今
年
度
も
学
習
に
部

活
動
に
学
校
行
事
に
生
徒
と
先
生
方

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
心
身

と
も
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
人
間
育

成
に
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
３
年
生
は
進
路
実
現
に
向
け

て
、
そ
し
て
１
・
２
年
生
は
集
大
成

と
な
る
学
年
末
試
験
へ
向
け
て
毎
日

懸
命
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
部
活

動
等
の
特
別
活
動
は
、
全
国
大
会
や

関
東
大
会
へ
の
出
場
な
ど
、
多
く
の

部
活
動
が
挑
戦
を
し
て
お
り
ま
す
。

お
時
間
が
あ
る
と
き
に
是
非
本
校
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
後
輩
た
ち
の
成
果

を
ご
確
認
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。

　
さ
て
、
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
は

ご
承
知
の
と
お
り
「
県
立
高
校
改
革

実
施
計
画
」を
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

１
期
４
年
で
第
３
期
ま
で
12
年
間
に

お
よ
ぶ
教
育
大
改
革
で
す
。

　
改
革
の
３
つ
の
柱
は
、

１
・
生
徒
の
多
様
性
を
尊
重
し
個
性

や
能
力
を
伸
ば
し
質
の
高
い
教

育
の
実
現

２
・
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
一
層

推
進
す
る
学
校
経
営
力
を
向
上

３
・
少
子
化
社
会
の
中
で
生
徒
の
望

ま
し
い
教
育
を
推
進
す
る
県
立

高
校
の
再
編
・
統
合

で
す
。
こ
の
改
革
の
ひ
と
つ
に
、
こ

れ
ま
で
県
内
十
数
校
設
置
さ
れ
て
い

た
普
通
科
専
門
コ
ー
ス
が
解
消
さ
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
本
校
で
も
「
理

数
コ
ー
ス
」
は
こ
の
平
成
28
年
度
入

学
制
が
最
後
の
生
徒
と
な
り
ま
す
。

加
え
て
文
部
科
学
省
か
ら
指
定
さ
れ

て
い
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
も
平
成
27
年
度
で

完
了
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
こ
れ
ら
成
果
は
今
後
の
学
校
全
体

の
特
色
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
県
立
高
校
改
革
に
お

い
て
新
た
に
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
研
究
指
定
校
」と
し
て
指
定
さ
れ
、

研
究
成
果
を
他
校
へ
発
信
す
る
ミ
ッ

シ
ョ
ン
も
受
け
て
お
り
ま
す
。

※
Ｓ
Ｓ
Ｈ
も
含
め
経
過
措
置
を

実
施
し
ま
す
の
で
残
る
在
校

生
へ
の
教
育
課
程
は
保
障
さ

れ
ま
す
の
で
心
配
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
伴
い
平
成
29
年
度
か

ら
入
学
者
選
抜
も
大
き
く
変

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
改
革
は
前
進
へ
の
大
き
な
一
歩
」

で
す
。
ど
う
ぞ
「
新
生
・
西
湘
高
等

学
校
！
」
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ラグビー
部OＢ会ＢＢQ

大会

同窓会入
会式

平成27年11月14日に、風祭の「え
れんなごっそ」でラグビー部 OB
会の総会、懇親会が行われました。
学年を超えた幅広い広がりに驚かさ
れました。他の部活動の方々も、ぜ
ひOB会活動をお知らせください！

平成27年9月23日に、Facebookグループ「西
湘なんだか」のBBQ大会が開催されました♪　
天気にも恵まれ、とっても楽しい時間を過ごす
ことができました！　次回はさらに多くの方に
ご参加いただけると幸いです。卒業生の情報交
換の場になっています。ぜひ登録を！

３月４日に、平成 27年度同窓会入会式を行い
ました。約 320 名の卒業生のうち 186 名の入
会……過去最低の入会率です！　もっと魅力の
ある同窓会にしていかなければならないと痛感
しました。（写真は代表幹事の皆さんです）

集いのひとコマ
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お庭の便利屋さんお庭の便利屋さん

あしがら園芸あしがら園芸

南足柄市岩原 294
営）9：00～17：00
月曜休（祝日の場合営業）

☎0465
74-8932

29 回生
加藤 正
29回生
加藤 正

南足柄店　0465-71-2115
小田原店　0465-32-7035
開 成 店　0465-82-2845

南足柄店　0465-71-2115
小田原店　0465-32-7035
開 成 店　0465-82-2845

贈り物・ギフト専門店贈り物・ギフト専門店

33 回生　高橋祐造

未来へのつながりをつくろう…！未来へのつながりをつくろう…！

あすまいる建築あすまいる建築

小田原市国府津 2773-8
営業時間 9：00～21：00　水曜定休
☎080-3673-0350

・建物新築工事　・増改築工事　・耐震診断
・各種リフォーム工事　　・各種ローン相談
・太陽光発電システム ／ オール電化工事
・外構工事
　（エクステリア）

・建物新築工事　・増改築工事　・耐震診断
・各種リフォーム工事　　・各種ローン相談
・太陽光発電システム ／ オール電化工事
・外構工事
　（エクステリア） 29 回生　福島広和29回生　福島広和

小田原市西大友 420小田原市西大友 420
川崎雅一 (29回生 )川崎雅一 (29回生 )

アジアンキッチン風来アジアンキッチン風来

元気に楽しくしっかり学ぶ

有限会社学習社
小田原市本町1-10-25TEL 0465-24-3822

http://www.eperoom.com/

本町・栢山・和田河原・国府津・開成

青春の 1ページを思い出しに来てください。
変わらぬ西湘高校はあなたのご来校を待っています。　
この機会に是非 ご家族・友達お誘いあわせの上お越しください。

　西湘高校同窓会では同窓生が母校を訪問できる
「縁 Joy 西湘」を企画しました。
　10時からの同窓会総会に続き、西湘高校OB/
OG・現役による音楽演奏、交流広場・校内ガイ
ドツアーなどを計画しています。

　
西
湘
高
校
６
回
生　
阿

藤
公
一
さ
ん
が
平
成
27
年

11
月
14
日
に
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

　
芸
名
、
阿
藤
快　
69
歳

で
し
た
。

　
阿
藤
さ
ん
は
網
一
色
出

身
で
、
白
鷗
中
学
、
西
湘

高
校
と
進
み
、
高
校
時
代

に
は
文
武
両
道
に
優
れ
弁

護
士
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
。
野
球
が
好
き
で
野
球

部
を
作
り
た
い
と
校
長
先

生
に
掛
け
合
っ
た
ほ
ど
、

積
極
的
で
前
向
き
に
物
事

を
進
め
る
お
人
柄
で
し

た
。
高
校
卒
業
後
は
都

立
大
学
に
進
み
、
大
学

卒
業
後
、
俳
優
座
養
成

所
を
経
て
、
舞
台
・
映

画
・
テ
レ
ビ
等
で
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。
な
ん

で
も
興
味
を
持
っ
て
、

や
っ
て
み
よ
う
と
い
う

精
神
が
今
日
の
成
功
へ

の
道
を
作
り
上
げ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。「
６
回
生
の
一
番

星
」
と
呼
ば
れ
、
同
級

生
か
ら
慕
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
同
窓
会
の
バ
ス

旅
行
で
は
、
ビ
ー
ル
の

差
し
入
れ
な
ど
、
気
を

利
か
せ
た
優
し
い
面
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
が
訃
報
を
知
っ
た

の
は
朝
の
テ
レ
ビ
速
報

を
見
た
、
田
中
同
窓
会

長
か
ら
の
電
話
で
し
た
。

す
ぐ
に
同
級
生
に
知
ら

せ
、
仲
間
た
ち
は
小
田
原

に
集
ま
り
彼
を
迎
え
ま
し

た
。
６
回
生
の
生
徒
会
長

だ
っ
た
青
木
孝
光
さ
ん
が

葬
儀
委
員
長
と
な
り
、
同

級
生
が
協
力
し
て
葬
儀
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
地

元
・
小
田
原
で
は
、
親
善

大
使
や
映
画
祭
実
行
委
員

長
を
務
め
、
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
お
見
送
り
の
時
に

は
甲
冑
隊
を
は
じ
め
大
勢

の
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
あ

り
が
と
う
」
と
い
う
掛
け

声
や
拍
手
を
受
け
て
、
ま

る
で
舞
台
の
千
秋
楽
の
幕

が
下
り
る
か
の
よ
う
な
様

子
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
活

躍
し
て
頂
き
た
か
っ
た
の

に
残
念
で
す
。

　
心
よ
り
お
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。

（
６
回
生・和
田
照
子・記
）

追
悼
…
…
阿
藤
快
さ
ん

　平成 28 年は西湘高校が産声を上げて 60 年目を迎
えます。人生で言うと「還暦」。この節目を迎えるに
あたり新たな活動に繋がる集まりができたらと「祝
う会」を開催いたします。会員の皆様には、ぜひ、
お誘い合わせの上、ご参加くださいますよう、ご案
内いたします。
　なお、詳細のお知らせはこの企画に興味のある方、
参加を希望される方に限らせていただきますので、
案内送付をご希望の方は同封のハガキに必要事項を
記入の上ご投函ください。改めて事務局から開催の
詳細のご案内をさせていただきます。

記

日　時　　平成 28年 10月 15日（土）
16 時～ 18時

場　所　　万葉の湯２階「イベントホール」
〒 250-0011 神奈川県小田原市栄町 1-5-14

会　費　　お一人様　５, ０００円
（多数の方に来ていただきたいので

夫婦・親子・兄弟割引あります）

※会場の選定にあたりせっかく皆様が集まっていただける
ならと希望者には無料の温泉入浴券も準備してあります。

※返信は 5月 31日までにご投函ください。
　なおＨＰでは都度母校創立 60周年を祝う会のご案内を提
示してありますので万一投函できなくてもＨＰからの通
信は直前まで可能ですので是非ご利用ください。

※お問い合わせは、ホームページの「お問い合わせ」から
お願いいたします。

以上

母校創立 60周年を祝う会実行委員会
実行委員長　古川達高

「母校創立60周年を祝う会」
開催のお知らせ

joy縁 西湘
2016 年 5月 15 日（日）
午前 10:00 ～ 15:00
（無料で軽食を準備します）

～母校へ行こう～

変わらぬ西湘高校はあなたのご来校を待っています。　

ホームページで随時情報を更新中！
忘れかけていた思い出も

更新してみませんか？

▲昨年の表彰式 

平成 28年度
同 窓 会 総 会

同窓会ゴルフコンペのお知らせ
平成 28年 6月 12日（日）に

第 8回ゴルフコンペを開催予定です。
参加希望、詳細の連絡ご希望の方は、
ホームページ「お問い合わせ」より

お申し込みください。
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17
回
生
赤
星
勝
徳
さ
ん

　
東
日
本
大
震
災
の
時
、
私
は
宮
城
県
東
松
島
市
に
在
住
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
度
、
発
災
後
の
被
災
地
に
直
接
赴
き
被
災
者
の
た
め
に
、
多

大
な
貢
献
を
し
て
い
た
だ
い
た
、
あ
る
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

つ
い
て
投
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
私
が
勤
務
し
て
い
た
松
島
救
難
隊
及

び
宮
城
県
東
松
島
市
の
発
災
直
後
、
応
急
処
置
、
仮
復
旧
並
び
に
道
半

ば
な
復
興
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
写
真
の
み
の
紹
介
と
い
た
し
ま
す
。

…被災地の復興は、５年たっても道半ば…

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
も
っ
て
行
方
不
明

と
な
っ
た
航
空
機
の
搭
乗
員
を
捜
索

救
助
す
る
と
い
う
部
隊
に
、
飛
行
班

長
と
し
て
勤
務
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
救
難
最
後
の
砦
と
し
て
活
動
す
る

部
隊
の
特
性
上
、
最
新
鋭
の
装
備
品

及
び
高
度
な
技
術
力
を
保
有
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
風
水
害
（
ゲ
リ
ラ
豪

雨
や
竜
巻
等
）、
地
殻
変
動
（
地
震

や
火
山
の
噴
火
）
等
に
よ
る
災
害
発

生
時
に
、
警
察
、
消
防
、
海
上
保
安

庁
や
県
並
び
に
国
の
防
災
機
関
等
と

連
携
し
、
１
年
３
６
５
日
昼
夜
を
問

わ
ず
対
応
し
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、

私
が
所
属
し
て
い
た
部
隊
の
「
も
っ

と
う
」
は
、「
Ｔ
ｈ
ａ
ｔ‘

ｓ 

Ｏ
ｔ

ｈ
ｅ
ｒ 

Ｍ
ａ
ｙ 

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
」【
他

を
生
か
す
為
に
！
】
で
あ
り
ま
す
。

私
は
震
災
の
１
年
半
後
、
現
役
を
退

き
ま
し
た
が
、
現
役
時
代
に
日
航
機

御
巣
鷹
山
墜
落
事
故
（
当
時
、
私
は
、

戦
闘
機
に
よ
り
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
（
緊
急
）

発
進
し
、
第
一
発
見
者
で
も
あ
り
ま
し

た
）
が
あ
り
、
そ
の
後
、
救
助
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
操
縦
者
と
し
て
、
雲
仙

普
賢
岳
の
噴
火
、阪
神
淡
路
大
震
災
、

新
潟
中
越
地
震
、
そ
し
て
今
回
の
東

日
本
大
震
災
等
に
出
動
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。
話
は
本
題
に
戻
り
、
東

日
本
大
震
災
の
発
災
時
、
本
来
な
ら

ば
真
っ
先
に
出
動
し
、
要
救
助
者
を

救
助
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
私
が
勤
務
し
て
い
た
飛
行

場
も
想
定
外
の
津
波
に
襲
来
さ
れ
、

保
有
し
て
い
た
捜
索
機
３
機
及
び
救

助
ヘ
リ
４
機
が
大
破
す
る
と
と
も

に
、
ほ
と
ん
ど
の
装
備
品
等
が
流
出

し
、
手
も
足
も
出
せ
な
い
状
況
に
追

今
回
の
様
に
広
範
囲
に
渡
る
未
曾
有
の

災
害
に
な
る
と
そ
う
は
い
か
ず
、
道
路

及
び
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
が
寸
断
さ
れ
孤

立
し
た
被
災
地
で
は
、
過
酷
な
状
況
下

に
お
け
る
自
助
・
共
助
が
数
日
間
強
い

ら
れ
、
そ
の
後
、
や
っ
と
の
思
い
で
助

か
っ
た
被
災
者
の
中
に
は
「
も
う
死
に

た
い
」
と
訴
え
る
方
が
い
た
こ
と
は
否

定
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
が
、「
助
か
っ
た
命
を

大
事
に
し
な
く
て
は
、
亡
く
な
っ
た
方

が
悲
し
み
ま
す
よ
。」
と
励
ま
す
光
景

が
随
所
で
覗
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
震
災
後
テ
レ
ビ
で
は
、
頻
繁

に
〝
と
も
に
〞
と
い
う
標
語
が
放
映
さ

れ
て
い
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。（
と

も
に
＝
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
）
そ
こ
で
今
回
は
長

期
に
渡
り
、
物
資
及
び
精
神
面
で
被
災

者
の
為
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た
、
あ

る
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
「
Ｗ
ｉ

ｔ
ｈ
」
に
つ
い
て
、
下
記
に
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

 －ボランティア活動に参加する前の
学生たちのボランティア感－

⑴誰かの為に役立ち貢献する。
⑵キーワードとして、奉仕や慈善が
挙げられていた。

⑶中には、偽善などという意見もあ
った。

ー復興ボランティアの骨幹（趣旨）ー
　発災から数か月が経過しても、瓦
礫の片付けなどハード面の活動が主
流でありましたが、被災された方々
の安寧と自立を目図に、コミュニテ
ィーガーデンを構築し活動をするこ
ととし、その真意は、give ではなく、
with ということでした。
－活動箇所及び活動回数－
　岩手県釡石市箱崎地区及び大槌町
並びに宮城県東松島市で、足かけ 4
年で 40 回の活動を実施し、2015
年 3 月をもって、組織だった活動
を終了しました。
－活動内容－
　長期に渡る多種多様な活動であり、
紙面では全てを紹介しかねますので、
ある学生が抱いた命の尊さに関わる

事例を紹介いたします。花の植え替
えをしている時、一人の学生が涙ぐ
んでいたので、理由を尋ねてみると、
「ミミズがいっぱいいて嬉しいんで
す。瓦礫を片付けている時は、命の
欠片すら感じなかったのに、今は命
が溢れていて嬉しくなりました。」
と答え、活動を監督指導していた方
は、学生の素敵な感情を垣間見たそ
うです。
－自己実現－
　活動当初「あなた達（学生）だけ
だよ、一緒に活動してくれるのは」、
活動を継続するに従い、被災者の心
は和らいでいき、やがて「寄り添っ
てくれて有難う」、「一緒にいるだけ
で元気になるの」、「皆を待っている
のが待ち遠しいよ」、「また来てね」
と続き、「とても辛い経験をしたけ
ど、あなた達と出会ったから、今は
幸せだよ」、「皆のおかげで、明日が
生きていけそうだよ」、「津波は全て
を奪い去ったけれど、皆さんとの出
会いをもたらしてくれたよ」、これ
らの言葉全てが学生への評価であり、

これらはマズローの言う自己実現と
なる可能性を秘めており、このよう
な活動を経験した学生こそが豊かで
明るい未来社会を切り拓く人材と成
りうると、活動を監督指導していた
方は確信したそうです。
－ボランティア活動に参加した後の

学生たちのボランティア感－
最初は、被災された方の役に立ちた
いとう考えで参加しましたが、逆に
元気や幸せをもらいました。という
意見が大多数をしめていたそうです。
－組織的活動を終了するにあたり－
　不幸にして未曾有の災害が起こり、
多くのものを失い、悲しみと失望の
日々が続きました。しかし、東北の
人は負けませんでした。被災された
方はもちろん、私たちも真正面から
向かい合い、被災された方と一緒に
活動することにより、被災された方
たちだけではなく、多くの方との交
流ができたことや、支え合うことの
大切さを学生に自覚せしめ、未来社
会を切り開くきっかけづくりに貢献
できたと確信を持っておられました。

ある大学のボランティア活動「With」の声
▲ 2015（平成 27）年 11月

▲ 2013（平成 25）年 11月

▲ 2011（平成 23）年 11月

▲震災直後2011（平成 23）年 3月

港から住宅地を抜け北上運河まで流された船
宮城県東松島市　震災直後～現在

い
や
ら
れ
、
痛
恨
の

極
み
で
し
た
。

　
被
災
地
域
が
あ
る

程
度
限
定
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、公
助（
公

共
機
関
等
の
活
動
）

は
、
２
〜
３
日
で
行

き
届
く
の
で
す
が
、

雪の舞う中、津波に流される、我が愛機
（ＵＨー６０Ｊ、救助ヘリコプター）

編集後記

　会報「飛躍」は第４号を数えま

した。ご協力いただきました皆様

にお礼を申し上げます。制作中に

は、阿藤快さん逝去の報があり、

追悼記を掲載しました。

　また、編集委員に新メンバーが

参加してくださいまして、各方面

で活躍の同窓生紹介の広がりにつ

ながってきております。

　今後も、みなさまの

ご支援を賜りたいと

思っております。

仲間募集！
来年度発行予定の「飛躍 第 5号」の
編集を一緒にしていきませんか？

より広く、卒業生の活躍を紹介していくこと、
会員同士の交流を図ることを目的としています。
少しでも興味のある方は、ホームページの

「お問い合わせ」へ
アクセスしてください。

　

発
災
時
、

私
は
捜
索
用

ジ
ェ
ッ
ト
機

及
び
救
助
用


